


















































おかしなスペイン語劇、たしか、ビセンテ・ブラスコ・イバニェスの『血と砂』をやったよう 記憶があ ます。親友の江原君と私は「どうせうまくできないから端役でもやろう」 んて言って 私はお茶目な女性の役を演じました。
芝居が終わったら、おかしなことが起
きましてね。スペインの大使館関係者の家族と思われる娘さんたちが五、六人やってきて、 「この中には本物 スペイン







むのたけじ（武野武治）一九一五年秋田県生まれ。一九三六年東京外国語学校西語部文科卒業。報知新聞を経て朝日新聞社に入社。中国、東南アジア特派員となるも敗戦を機に太平洋戦争の戦意高揚に関与した責任を感じて退社。一九四八年秋田県で週刊新聞『たいまつ』を創刊、反戦 立場から言論活動をおこなう。一九七八年『たいまつ』休刊 現在にいたる で旺盛な執筆・言論活動を続ける。戦中戦後の混乱期において卒業証書の授与がおこなわれなかった本学 生の一人として、二〇 五年一〇月学内にて卒業証書が手渡された。現在、一〇一歳。





























呼ばれる集団の存在のことです 国家は、多数を占める民族 ほか 、一グループの人数が数十万人から数千万人の規模で存在している民族がいることが多です。このような民族はロシア は約一〇〇の集団、アメリカと中国には、おおの五〇のグループと記憶しています。これらのグループは、多数を占める民族と異なる、人種、言語 宗教をもっるため、差別的、不平等な扱いを受けている場合が多いです。そうした扱いに対する反発が世界の混乱を高めている
















でも自分は一人しかいない。あなたはあなた一人です。学生のみなさんにはご自分を丁寧に、大切にしながらも自分を見つめて、死に物狂 で生 ていってもらいたい。これが私の願い 。―
二〇一六年二月一八日
　 むのたけじ氏自宅にて
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